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〔表〕 漢字の字体の対照表（教科書体・旧教科書体・明朝体・楷書体）
備考 ○印は現在の学校教科書で正用，△印は許容，×印は誤用とされる。
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Masami Kondo
一 は じ め に
漢字は難しい，というのが１９４０年代（昭和２０年ごろ）に教育を受けた者の実感であった。しか
し，近年は漢字に興味を持つ学生が増加し，やさしくおもしろいと言う者も多くなった。その要
因としては情報処理機器の発達と教育研究の進展が挙げられよう。ところが私は５０年前と別の意
味で，漢字は難しいと強く感じるようになった。その主な点は「当用漢字表」（１）などの制限漢字
の字体の改変と学校教育での「教科書体」（２）による規範の強化である。結果として，それらは制
限外の漢字および一般社会で通用する漢字の字体との間に乖離を増幅させることになった。
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現行の「常用漢字表」（１９８１（３））では〔表Ⅰ〕の Ac（福）のしめすへんと Ad（駆）の区が改
変されている。旧字体（Ｂの旧教科書体など）ではそれぞれ「」「驅」となっていたが，「当用
漢字表」にしたがってこの表の中の大部分の漢字に適用されたのに準じたものである。ただし単
独で漢字として用いる場合，「示」はそのままで，「區」は「区」と改められた。
表外漢字（「常用漢字表」に掲載されていない漢字）の字体は，文部省（現，文部科学省）で
は旧字体のままで用いることを原則にしてきた。ところが近年になってパソコンなどの情報処理
機器が国民の間で普及し，使用される表外漢字の数も急激に増加した。そして，これらの機器で
は「JIS漢字」（４）と称し，大勢としては偏・旁なども「常用漢字表」に準じて改変した字体を使用
している。この問題に関して，国語審議会では十分定着していると考えられる２２字を「簡易慣用
字体」（５）と称し，標準字体と併用してもよいという答申を提出した。Ae（）は Ad（駆）などに
準じて Ce（鴎）を用いてもかまわないというのである。が，他の表外漢字１０２２字については伝
統的な字体を基本とする「印刷標準字体」（６）を示した。たとえば，「諫」（カン），「」（セイ）は
JIS漢字では「諌」「錆」である。しかし，一般社会における JIS漢字の使用拡大の流れをこれに
よって食い止めることはできないであろう。
現代の日本における，このように複雑な漢字を大学生はどう認識して書写しているか，本稿は
この問題を解明するために調査・分析の上，考察したものである。なお，調査の対象にした大学
生はすべて１８歳から２２歳までで，小学校・中学校で「当用漢字字体表」「教科書体」を規範にし
た漢字教育を受けてきた。が，その後パソコンなどの情報処理機器を日常生活において使用し，
JIS漢字の影響も強く受けている。
二 調査資料と分析の方法
現代の日本で主として使用されている漢字は，次の３種である。ただし，これらは体系の異な
る分類による呼称である。
（イ）常用漢字（１９４５字，教育漢字１００６字を含む）
（ロ）人名用漢字（２８５字（７））
（ハ）JIS漢字
上記の（イ）のうちの教育漢字の中から１００字を次の視点から抽出して，筆写の楷書体での実
態を調査した。
整理
番号
考察
視点
明朝体
活字
教科書
体活字
１ 一 便 便
２ 一 妹 妹
３ 一 技 技
４ 一 板 板
５ 一 測 測
６ 一 物 物
７ 一 福 福
８ 一 私 私
９ 一 純 純
１０ 一 腸 腸
１１ 一 識 識
１２ 一 輪 輪
１３ 一 判 判
１４ 一 券 券
〔表〕 調査漢字１００字の教科書体活字
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１５ 一 勝 勝
１６ 一 殺 殺
１７ 一 所 所
１８ 一 営 営
１９ 一 電 電
２０ 一 遠 遠
２１ 二 刊 刊
２２ 二 港 港
２３ 二 落 落
２４ 二 児 児
２５ 二 展 展
２６ 二 岸 岸
２７ 二 堂 堂
２８ 二 助 助
２９ 二 鼻 鼻
３０ 二 球 球
３１ 二 鉄 鉄
３２ 二 財 財
３３ 二 製 製
３４ 二 臓 臓
３５ 二 録 録
３６ 三 申 申
３７ 三 午 午
３８ 三 倉 倉
３９ 三 険 険
４０ 三 形 形
４１ 三 住 住
４２ 三 鉱 鉱
４３ 三 招 招
４４ 三 講 講
４５ 三 義 義
４６ 三 悲 悲
４７ 三 低 低
４８ 三 績 績
４９ 三 孝 孝
５０ 三 相 相
５１ 三 転 転
５２ 三 往 往
５３ 三 復 復
５４ 三 境 境
５５ 三 矢 矢
５６ 三 輸 輸
５７ 三 拾 拾
５８ 三 郡 郡
５９ 三 率 率
６０ 三 敵 敵
６１ 四 願 願
６２ 四 望 望
６３ 四 園 園
６４ 四 改 改
６５ 四 経 経
６６ 四 疑 疑
６７ 四 均 均
６８ 四 系 系
６９ 四 混 混
７０ 四 雑 雑
７１ 四 蚕 蚕
７２ 四 条 条
７３ 四 西 西
７４ 四 北 北
７５ 四 老 老
７６ 四 少 少
７７ 四 脈 脈
７８ 四 天 天
７９ 四 育 育
８０ 四 茶 茶
８１ 四 奏 奏
８２ 四 投 投
８３ 四 巻 巻
８４ 四 株 株
８５ 四 令 令
８６ 四 切 切
８７ 四 考 考
８８ 四 風 風
８９ 四 菜 菜
９０ 四 選 選
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上記の表中の考察視点は，予め次の４種に分類した。
〔一〕部首〈２０字〉
〔二〕間違いやすい字〈１５字〉
〔三〕間違いやすい字（形や音の似ている字が存する）〈２５字〉
〔四〕教科書体活字と別の字形が存する字〈４０字〉
被調査者は１００名，すべて平成１３年度中に岐阜聖徳学園大学に在学した者である。
また調査に際して漢字を楷書体で筆写するよう指示した。そして採点には，次の４段階を考え，
分析してみた。
 ○正答（教科書体と同じ字形で正しく書写している）
 △許容（楷書体として許容できる範囲で書写している）
 ×誤答（楷書体として許容できる範囲で書写されていない）
 □無答（漢字で書記されていない）
なおとに関しては，「常用漢字表」の（付）「字体についての解説」を参考にして，各漢字
ごとに基準を定めて判断した。
９１ 四 態 態
９２ 四 危 危
９３ 四 幸 幸
９４ 四 地 地
９５ 四 柱 柱
９６ 四 清 清
９７ 四 術 術
９８ 四 未 未
９９ 四 因 因
１００ 四 似 似
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〔表〕 漢字の明朝体と筆写楷書体との対照表（明朝体・筆写楷書体）
備考 ○印は正答，△印は許容とする。
参 考
漢字の字体の明朝体活字と筆写の楷書との関係を「常用漢字表」の解説では「印刷上と手書き
上のそれぞれの習慣の相違に基づく表現の差と見るべきもの」とした。が，本稿では教科書体と
同じ字形を規範（正答）とし，これと相違するものは許容とした。
１５大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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  
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
正答率
（％）
偏差値
５ 一 測 測 ９８ ６４．１２●
７ 一 福 福 ９６ ６２．７７●
１３ 一 判 判 ９６ ６２．７７●
１８ 一 営 営 ９６ ６２．７７●
１ 一 便 便 ９２ ６０．０７●
１９ 一 電 電 ９０ ５８．７３
６ 一 物 物 ８９ ５８．０５
１７ 一 所 所 ８９ ５８．０５
１１ 一 識 識 ８８ ５７．３８
１５ 一 勝 勝 ８８ ５７．３８
３ 一 技 技 ８７ ５６．７１
４ 一 板 板 ８７ ５６．７１
１２ 一 輪 輪 ８５ ５５．３６
１０ 一 腸 腸 ８１ ５２．６７
１６ 一 殺 殺 ８０ ５１．９９
８ 一 私 私 ７９ ５１．３２
２ 一 妹 妹 ７７ ４９．９７
９ 一 純 純 ６９ ４４．５９
１４ 一 券 券 ６０ ３８．５２▼
２０ 一 遠 遠 ３８ ２３．７１▼
２６ 二 岸 岸 ９８ ６４．１２●
２１ 二 刊 刊 ９５ ６２．１０●
２５ 二 展 展 ９２ ６０．０７●
３１ 二 鉄 鉄 ９０ ５８．７３
２８ 二 助 助 ８９ ５８．０５
２２ 二 港 港 ８８ ５７．３８
３５ 二 録 録 ８８ ５７．３８
２９ 二 鼻 鼻 ８７ ５６．７１
２３ 二 落 落 ８４ ５４．６９
３３ 二 製 製 ８３ ５４．０１
３０ 二 球 球 ８２ ５３．３４
３４ 二 臓 臓 ８１ ５２．６７
２７ 二 堂 堂 ７５ ４８．６３
２４ 二 児 児 ７１ ４５．９３
３２ 二 財 財 ７１ ４５．９３
３７ 三 午 午 ９４ ６１．４２●
５１ 三 転 転 ９３ ６０．７５●
４６ 三 悲 悲 ９１ ５９．４０
５４ 三 境 境 ９１ ５９．４０
３９ 三 険 険 ８９ ５８．０５
〔表〕 調査漢字の正答率
５８ 三 郡 郡 ８９ ５８．０５
５３ 三 復 復 ８８ ５７．３８
４７ 三 低 低 ８７ ５６．７１
４９ 三 孝 孝 ８５ ５５．３６
５５ 三 矢 矢 ８３ ５４．０１
３６ 三 申 申 ８２ ５３．３４
４４ 三 講 講 ８２ ５３．３４
５７ 三 拾 拾 ８１ ５２．６７
５０ 三 相 相 ７８ ５０．６５
５６ 三 輸 輸 ７４ ４７．９５
５９ 三 率 率 ７４ ４７．９５
４０ 三 形 形 ７０ ４５．２６
３８ 三 倉 倉 ６９ ４４．５９
４１ 三 住 住 ６８ ４３．９１
６０ 三 敵 敵 ６７ ４３．２４
４３ 三 招 招 ６６ ４２．５６
４８ 三 績 績 ６３ ４０．５４
４２ 三 鉱 鉱 ６２ ３９．８７ ▼
４５ 三 義 義 ５８ ３７．１８ ▼
５２ 三 往 往 ５８ ３７．１８ ▼
７４ 四 北 北 ９８ ６４．１２ ●
７６ 四 少 少 ９４ ６１．４２ ●
８３ 四 巻 巻 ９１ ５９．４０
７５ 四 老 老 ９０ ５８．７３
８８ 四 風 風 ９０ ５８．７３
９６ 四 清 清 ８９ ５８．０５
６７ 四 均 均 ８８ ５７．３８
９８ 四 未 未 ８７ ５６．７１
６５ 四 経 経 ８５ ５５．３６
９９ 四 因 因 ８５ ５５．３６
６１ 四 願 願 ８３ ５４．０１
７２ 四 条 条 ８２ ５３．３４
８４ 四 株 株 ８１ ５２．６７
８９ 四 菜 菜 ８０ ５１．９９
７０ 四 雑 雑 ７８ ５０．６５
９４ 四 地 地 ７８ ５０．６５
７３ 四 西 西 ７６ ４９．３０
７８ 四 天 天 ７６ ４９．３０
７９ 四 育 育 ７６ ４９．３０
７７ 四 脈 脈 ７５ ４８．６３
三 正答率（偏差値）の高位字・低位字に関して
前節で提示した漢字１００字を筆写楷書体で書写する。この問題を大学生１００人を対象にして調査
し，集計した。
調査漢字について教科書体を基準にして採点すると，各々の正答率（＝正答者数）・偏差値は
次のようになる。ただし，考察視点別に分類して，高い順に配列した。
１６ 近 藤 政 美
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９２ 四 危 危 ７４ ４７．９５
９５ 四 柱 柱 ７２ ４６．６１
６２ 四 望 望 ７１ ４５．９３
６８ 四 系 系 ６６ ４２．５６
８７ 四 考 考 ６６ ４２．５６
９０ 四 選 選 ６３ ４０．５４
８２ 四 投 投 ６２ ３９．８７▼
９７ 四 術 術 ６１ ３９．２０▼
９３ 四 幸 幸 ６０ ３８．５２▼
９１ 四 態 態 ５９ ３７．８５▼
８５ 四 令 令 ５８ ３７．１８▼
備考 表の右の欄外の●印は高位字，▼印は低位字を示す。
８６ 四 切 切 ５６ ３５．８３▼
６３ 四 園 園 ５５ ３５．１６▼
６６ 四 疑 疑 ５３ ３３．８１▼
８０ 四 茶 茶 ５３ ３３．８１▼
６９ 四 混 混 ５２ ３２．１４▼
１００ 四 似 似 ４８ ３０．４４▼
７１ 四 蚕 蚕 ４４ ２７．７５▼
８１ 四 奏 奏 ３８ ２３．７１▼
６４ 四 改 改 ３０ １８．３２▼
合計 ７７０４５０００．００
平均 ７７．０４ ５０．００
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
正答率
（％）
偏差値
１４ 一 券 券 ６０ ▼
９３ 四 幸 幸 ６０ ▼
９１ 四 態 態 ５９ ▼
４５ 三 義 義 ５８ ▼
５２ 三 往 往 ５８ ▼
８５ 四 令 令 ５８ ▼
８６ 四 切 切 ５６ ▼
６３ 四 園 園 ５５ ▼
６６ 四 疑 疑 ５３ ▼
８０ 四 茶 茶 ５３ ▼
６９ 四 混 混 ５２ ▼
１００ 四 似 似 ４８ ▼
７１ 四 蚕 蚕 ４４ ▼
２０ 一 遠 遠 ３８ ▼
８１ 四 奏 奏 ３８ ▼
６４ 四 改 改 ３０ ▼
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
正答率
（％）
〔表〕 調査漢字の正答率の高位字・低位字
 
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
正答率
（％）
５ 一 測 測 ９８ ●
２６ 二 岸 岸 ９８ ●
７４ 四 北 北 ９８ ●
７ 一 福 福 ９６ ●
１３ 一 判 判 ９６ ●
１８ 一 営 営 ９６ ●
２１ 二 刊 刊 ９５ ●
３７ 三 午 午 ９４ ●
７６ 四 少 少 ９４ ●
５１ 三 転 転 ９３ ●
１ 一 便 便 ９２ ●
２５ 二 展 展 ９２ ●
４２ 三 鉱 鉱 ６２ ▼
８２ 四 投 投 ６２ ▼
９７ 四 術 術 ６１ ▼
全漢字の平均の正答者数は７７．０４人（７７．０４％）である。正答者数の高位字（偏差値６０．００以上），
低位字（偏差値４０．００未満）を高い順に配列すると，次のようになる。
高位字は「測」など１２字，正答率がきわめて高く９２％以上である。
また，低位字は「改」など１９字，教育漢字ということを考慮すれば，正答率が低い字も目立つ。
その理由を〔表〕の（Ａ）～（Ｅ）に分類して考えると，次のようになる。
１７大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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〔表〕 正答率の高位字・低位字の理由
（Ａ）
構造が単純
○・複雑▼
（Ｂ）
明朝体との
字形の相違
（Ｃ）
類似の部首を有
する文字の存在
（Ｄ）
旧字体との相違
（Ｅ）
その他
高位字
○測，岸，判，刊，
午，少，便，
北， 福（），営（營），
転（轉），
展，
低位字
▼遠，義，園，疑，
混，術，態，幸，
改，切，令，奏， 茶（条），券（勝），
似（昆），往（住），
鉱（鑛）， 蚕，投，
〔表〕 調査漢字の筆写楷書体の許容率（考察視点別，高位順）
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
許容率
（％）
偏差値
２０ 一 遠 遠 ４２ ７４．３６●
１６ 一 殺 殺 １７ ５４．０７
９ 一 純 純 １４ ５１．６４
８ 一 私 私 １３ ５０．８３
２ 一 妹 妹 １０ ４８．３９
４ 一 板 板 ８ ４６．７７
１０ 一 腸 腸 ７ ４５．９６
１１ 一 識 識 ７ ４５．９６
６ 一 物 物 ５ ４４．３４
１ 一 便 便 ４ ４３．５２
１７ 一 所 所 ４ ４３．５２
１２ 一 輪 輪 ３ ４２．７１
３ 一 技 技 ２ ４１．９０▽
１５ 一 勝 勝 ２ ４１．９０▽
１９ 一 電 電 ２ ４１．９０▽
７ 一 福 福 １ ４１．０９▼
１３ 一 判 判 １ ４１．０９▼
１４ 一 券 券 １ ４１．０９▼
５ 一 測 測 ０ ４０．２８▼
１８ 一 営 営 ０ ４０．２８▼
３０ 二 球 球 １１ ４９．２０
２３ 二 落 落 ７ ４５．９６
２４ 二 児 児 ７ ４５．９６
３１ 二 鉄 鉄 ７ ４５．９６
３２ 二 財 財 ６ ４５．１５
３３ 二 製 製 ６ ４５．１５
３５ 二 録 録 ６ ４５．１５
２８ 二 助 助 ４ ４３．５２
２９ 二 鼻 鼻 ４ ４３．５２
３４ 二 臓 臓 ４ ４３．５２
２２ 二 港 港 ３ ４２．７１
２１ 二 刊 刊 ２ ４１．９０▽
２５ 二 展 展 ２ ４１．９０▽
２７ 二 堂 堂 ２ ４１．９０▽
２６ 二 岸 岸 １ ４１．０９▼
５２ 三 往 往 ３２ ６６．２４○
４１ 三 住 住 ２８ ６３．００○
４０ 三 形 形 ２３ ５８．９４
３６ 三 申 申 １８ ５４．８８
４４ 三 講 講 １４ ５１．６４
４８ 三 績 績 １２ ５０．０２
５０ 三 相 相 １０ ４８．３９
３８ 三 倉 倉 ９ ４７．５８
４３ 三 招 招 ９ ４７．５８
５５ 三 矢 矢 ７ ４５．９６
５９ 三 率 率 ７ ４５．９６
  
高位字の場合は，広い意味で多用されている。が，（Ｂ）の字形が明朝体と相違する「北」，（Ｄ）
の旧字体と相違する「営」なども含まれている。
低位字の場合は，多用されていても（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の理由による漢字が含まれ，多用されない（Ｄ）
の「鉱」や（Ｅ）の JIS漢字の楷書体と微妙な相違のある「蚕」「投」が含まれるなど一元的では
ない。ただ（Ｄ）の旧字体との相違が誤答の大きな原因になっていないのは注目すべきことである。
全体を表Ⅴによって考察視点別に見た場合，高位字は一類に多く，低位字は四類に多い。が，
予想していたほど整然とした配置にはなっていない。
四 許容率の高位字・低位字に関して
前節と同じ調査で，小学校で学んだ教科書体を基準にした。そして許容率を考察視点ごとに，
高い順に配列すると次のようになる。
１８ 近 藤 政 美
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４２ 三 鉱 鉱 ６ ４５．１５
５４ 三 境 境 ６ ４５．１５
５６ 三 輸 輸 ６ ４５．１５
６０ 三 敵 敵 ６ ４５．１５
３７ 三 午 午 ５ ４４．３４
５７ 三 拾 拾 ５ ４４．３４
４５ 三 義 義 ４ ４３．５２
５１ 三 転 転 ３ ４２．７１
５８ 三 郡 郡 ３ ４２．７１
４６ 三 悲 悲 ２ ４１．９０▽
４７ 三 低 低 ２ ４１．９０▽
４９ 三 孝 孝 ２ ４１．９０▽
５３ 三 復 復 １ ４１．０９▼
３９ 三 険 険 ０ ４０．２８▼
６４ 四 改 改 ６６ ９３．８３●
６９ 四 混 混 ４６ ７７．６０●
１００ 四 似 似 ４３ ７５．１７●
８６ 四 切 切 ４０ ７２．７４●
６６ 四 疑 疑 ３８ ７１．１１○
８１ 四 奏 奏 ３４ ６７．８７○
８０ 四 茶 茶 ２９ ６３．８１○
８５ 四 令 令 ２９ ６３．８１○
９７ 四 術 術 ２９ ６３．８１○
６８ 四 系 系 ２７ ６２．１９○
８２ 四 投 投 ２７ ６２．１９○
８７ 四 考 考 ２６ ６１．３８○
９０ 四 選 選 ２６ ６１．３８○
９３ 四 幸 幸 ２６ ６１．３８○
７１ 四 蚕 蚕 ２３ ５８．９４
９５ 四 柱 柱 ２３ ５８．９４
６３ 四 園 園 ２２ ５８．１３
７０ 四 雑 雑 ２１ ５７．３２
９１ 四 態 態 １８ ５４．８８
７３ 四 西 西 １４ ５１．６４
７８ 四 天 天 １４ ５１．６４
６２ 四 望 望 １３ ５０．８３
６５ 四 経 経 １３ ５０．８３
７９ 四 育 育 １３ ５０．８３
８９ 四 菜 菜 １２ ５０．０２
６１ 四 願 願 １１ ４９．２０
７２ 四 条 条 １１ ４９．２０
８４ 四 株 株 ９ ４７．５８
９８ 四 未 未 ９ ４７．５８
７７ 四 脈 脈 ８ ４６．７７
９４ 四 地 地 ７ ４５．９６
９９ 四 因 因 ７ ４５．９６
６７ 四 均 均 ６ ４５．１５
９６ 四 清 清 ６ ４５．１５
８８ 四 風 風 ５ ４４．３４
７６ 四 少 少 ４ ４３．５２
８３ 四 巻 巻 ３ ４２．７１
９２ 四 危 危 ３ ４２．７１
７４ 四 北 北 １ ４１．０９▼
７５ 四 老 老 １ ４１．０９▼
合計 １１９８５０００．００
平均 １１．９８ ５０．００
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
許容率
（％）
偏差値
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
許容率
（％）
６４ 四 改 改 ６６ ●
６９ 四 混 混 ４６ ●
１００ 四 似 似 ４３ ●
２０ 一 遠 遠 ４２ ●
８６ 四 切 切 ４０ ●
６６ 四 疑 疑 ３８ ○
８１ 四 奏 奏 ３４ ○
５２ 三 往 往 ３２ ○
８０ 四 茶 茶 ２９ ○
８５ 四 令 令 ２９ ○
９７ 四 術 術 ２９ ○
４１ 三 住 住 ２８ ○
６８ 四 系 系 ２７ ○
８２ 四 投 投 ２７ ○
８７ 四 考 考 ２６ ○
９０ 四 選 選 ２６ ○
９３ 四 幸 幸 ２６ ○
３ 一 技 技 ２ ▽
１５ 一 勝 勝 ２ ▽
１９ 一 電 電 ２ ▽
２１ 二 刊 刊 ２ ▽
２５ 二 展 展 ２ ▽
２７ 二 堂 堂 ２ ▽
４６ 三 悲 悲 ２ ▽
４７ 三 低 低 ２ ▽
４９ 三 孝 孝 ２ ▽
７ 一 福 福 １ ▼
１３ 一 判 判 １ ▼
１４ 一 券 券 １ ▼
２６ 二 岸 岸 １ ▼
５３ 三 復 復 １ ▼
〔表〕 調査漢字の許容率（高位字・低位字）
 
全漢字に対する許容率の平均は，１１．９８％である。
１９大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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７４ 四 北 北 １ ▼
７５ 四 老 老 １ ▼
５ 一 測 測 ０ ▼
１８ 一 営 営 ０ ▼
３９ 三 険 険 ０ ▼
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
許容率
（％）
改
番号・
教科書体
（明朝体）
（Ａ）
▼印は構造が複
雑
（Ｂ）
明朝体との微妙な差
（Ｃ）
類似の部首を有する文
字の存在
（Ｄ）
参考文字（明朝体）
６４
（改）
＊部首 の第３画
とめる（はねる）
＊選，港の部首の己
の第３画
はねる（はねる）
（己，はねる）
６９
（混）
▼
＊第９画 は
１画（２画のように見
える）
＊以の第１・２画
は２画
（２画）
（比・衣の部首
は共に１画）
１００
（似）
▼
＊第３・４画の
は２画（２画）
＊展の第８画
１画（１画）
（衣の第４画
は１画）
２０
（遠）
▼
＊第１０画 は
とめる（とめる）
＊園の第１２画 は
はらう（常用漢字表では
はらう。JIS漢字や国語
辞典の多くはとめる）
（猿の第１３画 は，
はらう）
８６
（切）
＊第２画は
とめる（はねる）
＊砌の第７画
はねる（はねる）
（七の第２画は，はね
る）
備考 １ （ ）内は明朝体についての説明を示す。
２ ＊印は各々の原因に該当することを示す。
〔表〕 許容率の高位字の原因
混
似
遠
切
高位字（偏差値６０．００以上）は１７字である。そのうち特に高位の字（偏差値７２．００以上，●印）
は次の５字である。
（６４）改，（６９）混，（１００）似，（２０）遠，（８６）切
これらの許容率が高位となった原因は表Ⅵ（正答率の高位字・低位字の理由）の低位字の部分
と対照することによって発見できる。即ち，（Ａ）の文字の構造が複雑である（▼印）《遠・混な
ど》，（Ｂ）の明朝体との字形の微妙な相違《改・切など》，（Ｃ）類似の部首を有する文字の存在
《似・券など》である。
これらの許容率が高位になった原因を，特に高位の５字についてさらに分析してみると，次の
ようになる。
〔表〕の「改」を例にあげると，左の「 」の第３画を教科書体ではとめるが明朝体ではは
ねる。類似の部首を有する「選」「港」は「己」の第３画をはねる。このように，許容率の高位
字は上記の（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）のいくつかの項目が複合的に現れる場合に生じることが多い。
換言すれば，筆写楷書体の字形が明確に他と区別して記憶されず，教科書体からずれて，しかし
許容の範囲内で記されたのである。
低位字（偏差値４２．００以下）は１９字である。これらは教科書体と社会一般での筆写楷書体との
間に差がないので，一度覚えたら正確に記憶しやすいからであろう。そのうち特に低位の字（偏
差値４１．５０以下）は次の１０字である。
〔３９〕険，〔１８〕営，〔５〕側，〔７５〕老，〔７４〕北，
〔５３〕復，〔２６〕岸，〔１４〕券，〔１３〕判，〔７〕福，
２０ 近 藤 政 美
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〔表〕 調査漢字の一般通用正解率（高位順）
８８ 四 風 風 ９５ ５７．１５
９５ 四 柱 柱 ９５ ５７．１５
９６ 四 清 清 ９５ ５７．１５
６ 一 物 物 ９４ ５５．９６
２５ 二 展 展 ９４ ５５．９６
３５ 二 録 録 ９４ ５５．９６
６１ 四 願 願 ９４ ５５．９６
６７ 四 均 均 ９４ ５５．９６
８３ 四 巻 巻 ９４ ５５．９６
１７ 一 所 所 ９３ ５４．７６
２８ 二 助 助 ９３ ５４．７６
３０ 二 球 球 ９３ ５４．７６
４０ 三 形 形 ９３ ５４．７６
４６ 三 悲 悲 ９３ ５４．７６
６８ 四 系 系 ９３ ５４．７６
７２ 四 条 条 ９３ ５４．７６
８ 一 私 私 ９２ ５３．５６
１９ 一 電 電 ９２ ５３．５６
５８ 三 郡 郡 ９２ ５３．５６
８７ 四 考 考 ９２ ５３．５６
８９ 四 菜 菜 ９２ ５３．５６
９９ 四 因 因 ９２ ５３．５６
２２ 二 港 港 ９１ ５２．３７
２３ 二 落 落 ９１ ５２．３７
２９ 二 鼻 鼻 ９１ ５２．３７
 
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
一般正解率
（％）
偏差値
３６ 三 申 申 １００ ６３．１３ ●
２６ 二 岸 岸 ９９ ６１．９４ ●
３７ 三 午 午 ９９ ６１．９４ ●
７０ 四 雑 雑 ９９ ６１．９４ ●
７４ 四 北 北 ９９ ６１．９４ ●
５ 一 測 測 ９８ ６０．７４ ●
６５ 四 経 経 ９８ ６０．７４ ●
６９ 四 混 混 ９８ ６０．７４ ●
７６ 四 少 少 ９８ ６０．７４ ●
７ 一 福 福 ９７ ５９．５４ ○
１３ 一 判 判 ９７ ５９．５４ ○
１６ 一 殺 殺 ９７ ５９．５４ ○
２１ 二 刊 刊 ９７ ５９．５４ ○
３１ 二 鉄 鉄 ９７ ５９．５４ ○
５４ 三 境 境 ９７ ５９．５４ ○
１ 一 便 便 ９６ ５８．３５ ○
１８ 一 営 営 ９６ ５８．３５ ○
４１ 三 住 住 ９６ ５８．３５ ○
４４ 三 講 講 ９６ ５８．３５ ○
５１ 三 転 転 ９６ ５８．３５ ○
６４ 四 改 改 ９６ ５８．３５ ○
８６ 四 切 切 ９６ ５８．３５ ○
９８ 四 未 未 ９６ ５８．３５ ○
４ 一 板 板 ９５ ５７．１５
１１ 一 識 識 ９５ ５７．１５
このうちの６字は表Ⅳに示した正答率の高位字と一致し，３字はそれに準ずる。が，ただ「券」
１字が低位字と重なる。類似の部首を有する「巻」「勝」「募」などが存するからであろう。
五 一般通用正解率の高位字・低位字に関して
本稿で取り上げた漢字１００字の筆写楷書体での書写を漢字書き取り問題として採点する場合，
どのような基準を設定するのが適当かを考えてみたい。
第一に，教科書体と同じ字形ならば「正答」とする。教科書体は１９７７年（昭和５２年）に文部省
告示として公表されている。その時に小学校で学んでいた人々は現在既に３０歳を越えている。又
その大部分は「当用漢字字体表」と一致し，他はこれにならって作成されている。
第二に，明朝体活字と筆写の楷書の形との間のいろいろの差異は，１９８１年（昭和５６年）内閣告
示の「常用漢字表」（付）「字体の解説」の第２において，習慣の相違に基ずく表現の差と見るべ
きだと述べている。が，本調査では教科書体との差異が存する前節の〔表〕の「改」「切」な
どは「許容」とし，正答に準ずるものとした。調査対象者の大学生がどの程度教科書体を守って
書写しているかをも解明したいからである。
そして，両者を合せて一般社会で通用する漢字の筆写楷書体と考え，「正解」と称することに
した。
２１大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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〔表〕 漢字の筆写楷書体の一般通用正解率の高位字の性質
高位字Ａ（９８％以上） 高位字Ｂ（９６％以上で
９８％未満）
合計
a
正答率が高位で，許
容率が低位
岸，午，北，測，少，
福，判，刊，鉄，境，便，
営，住，
１３字
b
正答率は高位でない
が，許容率が高位
混， 改，切， ３字
c
正答率・許容率を合
せると高位
申，雑，経， 殺，講，転，未， ７字
合計 ９字 １４字 ２３字
全漢字に対する一般通用正解率の平均は，８９．０２％で，全体的には高い。
高位字（９６％以上）は２３字である。そのうち特に高位の字（９８％以上）は９字である。
これらの漢字に見られる性質を，次の a，b，cの３項に分類・整理してみた。
教科書体を厳格に守って採点した場合，得点率が a群は高く，b群は低い。そして，許容範囲
を考慮して採点した場合，b群・c群も a群と同様に得点率が高くなる。
低位字（７９％未満）は１５字である。そのうち特に低位の字（７４％未満）は６字である。
これらの漢字に見られる性質を a，b，の２群に分類・整理すると，次のようになる。
６６ 四 疑 疑 ９１ ５２．３７
７５ 四 老 老 ９１ ５２．３７
１００ 四 似 似 ９１ ５２．３７
１５ 一 勝 勝 ９０ ５１．１７
５２ 三 往 往 ９０ ５１．１７
５５ 三 矢 矢 ９０ ５１．１７
７３ 四 西 西 ９０ ５１．１７
７８ 四 天 天 ９０ ５１．１７
８４ 四 株 株 ９０ ５１．１７
９７ 四 術 術 ９０ ５１．１７
３ 一 技 技 ８９ ４９．９８
３３ 二 製 製 ８９ ４９．９８
３９ 三 険 険 ８９ ４９．９８
４７ 三 低 低 ８９ ４９．９８
５３ 三 復 復 ８９ ４９．９８
７９ 四 育 育 ８９ ４９．９８
８２ 四 投 投 ８９ ４９．９８
９０ 四 選 選 ８９ ４９．９８
１０ 一 腸 腸 ８８ ４８．７８
１２ 一 輪 輪 ８８ ４８．７８
５０ 三 相 相 ８８ ４８．７８
２ 一 妹 妹 ８７ ４７．５８
４９ 三 孝 孝 ８７ ４７．５８
８５ 四 令 令 ８７ ４７．５８
５７ 三 拾 拾 ８６ ４６．３９
９３ 四 幸 幸 ８６ ４６．３９
３４ 二 臓 臓 ８５ ４５．１９
９４ 四 地 地 ８５ ４５．１９
６２ 四 望 望 ８４ ４４．００
９ 一 純 純 ８３ ４２．８０
７７ 四 脈 脈 ８３ ４２．８０
８０ 四 茶 茶 ８２ ４１．６０
５９ 三 率 率 ８１ ４０．４１
２０ 一 遠 遠 ８０ ３９．２１
５６ 三 輸 輸 ８０ ３９．２１
２４ 二 児 児 ７８ ３６．８２
３８ 三 倉 倉 ７８ ３６．８２
２７ 二 堂 堂 ７７ ３５．６３
３２ 二 財 財 ７７ ３５．６３
６３ 四 園 園 ７７ ３５．６３
９１ 四 態 態 ７７ ３５．６３
９２ 四 危 危 ７７ ３５．６３
４３ 三 招 招 ７５ ３３．２３
４８ 三 績 績 ７５ ３３．２３
６０ 三 敵 敵 ７３ ３０．８４
８１ 四 奏 奏 ７２ ２９．６５
４２ 三 鉱 鉱 ６８ ２４．８６
７１ 四 蚕 蚕 ６７ ２３．６７
４５ 三 義 義 ６２ １７．６９
１４ 一 券 券 ６１ １６．４９
合計 ８９０２ ５０００
％ 平均 ８９．０２ ５０
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
一般正答率
正答＋許容
偏差値
２２ 近 藤 政 美
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〔表〕漢字の筆写楷書体の一般通用正解率の低位字の性質
一般通用正解率が低位字Ａ
（７４％未満）
一般通用正解率が低位字Ｂ
（７９％未満で７４％以上）
合計
a
正答率が低位で，誤
答率が高位
券，義，鉱，敵， ４字
招，危，財，堂，倉，児，
６字
１０字
b
正答率が低位で，誤
答率・許容率が高位
蚕，奏， ２字 園，績，態， ３字 ５字
合計 ６字 ９字 １５字
備考 無答率は全体的に低い。比較的に高いのは「蚕」のみである。
〔表〕 調査漢字の誤答・無答率（高位順）
 
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
誤答率
（％）
偏差値
無答率
（％）
偏差値
誤答＋無答
（％）
偏差値
１４ 一 券 券 ３９ ８５．１１ ０ ４７．４６ ３９ ８３．５１●
４５ 三 義 義 ３７ ８２．６２ １ ５６．８７ ３８ ８２．３１●
７１ 四 蚕 蚕 ２３ ６５．２５ １０１４１．６ ３３ ７６．３３●
４２ 三 鉱 鉱 ３２ ７６．４２ ０ ４７．４６ ３２ ７５．１４●
８１ 四 奏 奏 ２７ ７０．２２ １ ５６．８７ ２８ ７０．３５●
６０ 三 敵 敵 ２５ ６７．７３ ２ ６６．２９ ２７ ６９．１６●
４３ 三 招 招 ２５ ６７．７３ ０ ４７．４６ ２５ ６６．７７○
４８ 三 績 績 ２５ ６７．７３ ０ ４７．４６ ２５ ６６．７７○
２７ 二 堂 堂 ２３ ６５．２５ ０ ４７．４６ ２３ ６４．３７○
３２ 二 財 財 ２２ ６４．０１ １ ５６．８７ ２３ ６４．３７○
６３ 四 園 園 ２３ ６５．２５ ０ ４７．４６ ２３ ６４．３７○
９１ 四 態 態 ２３ ６５．２５ ０ ４７．４６ ２３ ６４．３７○
９２ 四 危 危 ２３ ６５．２５ ０ ４７．４６ ２３ ６４．３７○
２４ 二 児 児 ２２ ６４．０１ ０ ４７．４６ ２２ ６３．１８○
３８ 三 倉 倉 ２１ ６２．７７ １ ５６．８７ ２２ ６３．１８○
教科書体を厳格に守って採点した場合，一般通用正解率が a群・b群は共に比較的に低くなる。
が，許容範囲を考慮して採点した場合，b群は比較的に高くなる。
これらが低位字になった理由も，〔表〕で示したのと同様に考えることができよう。たとえ
ば「券」は旧字体「劵」で，部首の一部が「募」「勝」と類似している。「危」も部首の一部は「皮」
「港」と類似する。また「敵」は同音で同じ部首を有する「適」「滴」「摘」などが存する。この
ように，それらは必ずしも一元的に解釈できるわけではない。
六 誤答・無答率の高位字と低位字に関して
前節で述べた一般通用正解率に対して，誤答率と無答率とを合せて「誤答・無答率」と称する
ことにする。
誤答・無答率は〔１００－一般通用正解率〕の式で表すことができよう。そして，全漢字の平均
は１０．９８％になる。
高位字（２２％以上）は１５字である。そのうち特に高位の字（２７％以上）は６字で，〔表〕の
一般通用正解率（高位順）を低い方から並べた順序になる（同率の字は整理番号順）。
２３大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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２０ 一 遠 遠 ２０ ６１．５３ ０ ４７．４６ ２０ ６０．７９
５６ 三 輸 輸 ２０ ６１．５３ ０ ４７．４６ ２０ ６０．７９
５９ 三 率 率 １９ ６０．２９ ０ ４７．４６ １９ ５９．５９
８０ 四 茶 茶 １８ ５９．０５ ０ ４７．４６ １８ ５８．４
９ 一 純 純 １６ ５６．５６ １ ５６．８７ １７ ５７．２
７７ 四 脈 脈 １７ ５７．８１ ０ ４７．４６ １７ ５７．２
６２ 四 望 望 １６ ５６．５６ ０ ４７．４６ １６ ５６
３４ 二 臓 臓 １４ ５４．０８ １ ５６．８７ １５ ５４．８１
９４ 四 地 地 １５ ５５．３２ ０ ４７．４６ １５ ５４．８１
５７ 三 拾 拾 １３ ５２．８４ １ ５６．８７ １４ ５３．６１
９３ 四 幸 幸 １４ ５４．０８ ０ ４７．４６ １４ ５３．６１
２ 一 妹 妹 １３ ５２．８４ ０ ４７．４６ １３ ５２．４２
４９ 三 孝 孝 １３ ５２．８４ ０ ４７．４６ １３ ５２．４２
８５ 四 令 令 １３ ５２．８４ ０ ４７．４６ １３ ５２．４２
１０ 一 腸 腸 １２ ５１．６ ０ ４７．４６ １２ ５１．２２
１２ 一 輪 輪 １１ ５０．３６ １ ５６．８７ １２ ５１．２２
５０ 三 相 相 １２ ５１．６ ０ ４７．４６ １２ ５１．２２
３ 一 技 技 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
３３ 二 製 製 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
３９ 三 険 険 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
４７ 三 低 低 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
５３ 三 復 復 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
７９ 四 育 育 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
８２ 四 投 投 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
９０ 四 選 選 １１ ５０．３６ ０ ４７．４６ １１ ５０．０２
１５ 一 勝 勝 １０ ４９．１２ ０ ４７．４６ １０ ４８．８３
５２ 三 往 往 ９ ４７．８８ １ ５６．８７ １０ ４８．８３
５５ 三 矢 矢 １０ ４９．１２ ０ ４７．４６ １０ ４８．８３
７３ 四 西 西 １０ ４９．１２ ０ ４７．４６ １０ ４８．８３
７８ 四 天 天 １０ ４９．１２ ０ ４７．４６ １０ ４８．８３
８４ 四 株 株 ９ ４７．８８ １ ５６．８７ １０ ４８．８３
９７ 四 術 術 １０ ４９．１２ ０ ４７．４６ １０ ４８．８３
２２ 二 港 港 ９ ４７．８８ ０ ４７．４６ ９ ４７．６３
２３ 二 落 落 ８ ４６．６４ １ ５６．８７ ９ ４７．６３
２９ 二 鼻 鼻 ９ ４７．８８ ０ ４７．４６ ９ ４７．６３
６６ 四 疑 疑 ９ ４７．８８ ０ ４７．４６ ９ ４７．６３
７５ 四 老 老 ９ ４７．８８ ０ ４７．４６ ９ ４７．６３
１００ 四 似 似 ９ ４７．８８ ０ ４７．４６ ９ ４７．６３
８ 一 私 私 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
１９ 一 電 電 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
５８ 三 郡 郡 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
８７ 四 考 考 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
８９ 四 菜 菜 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
９９ 四 因 因 ８ ４６．６４ ０ ４７．４６ ８ ４６．４４
１７ 一 所 所 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
２８ 二 助 助 ６ ４４．１６ １ ５６．８７ ７ ４５．２４
３０ 二 球 球 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
４０ 三 形 形 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
４６ 三 悲 悲 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
６８ 四 系 系 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
７２ 四 条 条 ７ ４５．４ ０ ４７．４６ ７ ４５．２４
６ 一 物 物 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
２４ 近 藤 政 美
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２５ 二 展 展 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
３５ 二 録 録 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
６１ 四 願 願 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
６７ 四 均 均 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
８３ 四 巻 巻 ６ ４４．１６ ０ ４７．４６ ６ ４４．０４
４ 一 板 板 ５ ４２．９１ ０ ４７．４６ ５ ４２．８５
１１ 一 識 識 ５ ４２．９１ ０ ４７．４６ ５ ４２．８５
８８ 四 風 風 ５ ４２．９１ ０ ４７．４６ ５ ４２．８５
９５ 四 柱 柱 ５ ４２．９１ ０ ４７．４６ ５ ４２．８５
９６ 四 清 清 ５ ４２．９１ ０ ４７．４６ ５ ４２．８５
１ 一 便 便 ３ ４０．４３ １ ５６．８７ ４ ４１．６５
１８ 一 営 営 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
４１ 三 住 住 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
４４ 三 講 講 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
５１ 三 転 転 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
６４ 四 改 改 ３ ４０．４３ １ ５６．８７ ４ ４１．６５
８６ 四 切 切 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
９８ 四 未 未 ４ ４１．６７ ０ ４７．４６ ４ ４１．６５
７ 一 福 福 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
１３ 一 判 判 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
１６ 一 殺 殺 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
２１ 二 刊 刊 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
３１ 二 鉄 鉄 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
５４ 三 境 境 ３ ４０．４３ ０ ４７．４６ ３ ４０．４６
５ 一 測 測 ２ ３９．１９ ０ ４７．４６ ２ ３９．２６
６５ 四 経 経 １ ３７．９５ １ ５６．８７ ２ ３９．２６
６９ 四 混 混 ２ ３９．１９ ０ ４７．４６ ２ ３９．２６
７６ 四 少 少 ２ ３９．１９ ０ ４７．４６ ２ ３９．２６
２６ 二 岸 岸 １ ３７．９５ ０ ４７．４６ １ ３８．０６
３７ 三 午 午 １ ３７．９５ ０ ４７．４６ １ ３８．０６
７０ 四 雑 雑 １ ３７．９５ ０ ４７．４６ １ ３８．０６
７４ 四 北 北 １ ３７．９５ ０ ４７．４６ １ ３８．０６
３６ 三 申 申 ０ ３６．７１ ０ ４７．４６ ０ ３６．８７
合計 １０７１ ５０００ ２７ ５０００ １０９８ ５０００
平均 １０．７１ ５０ ０．２７ ５０ １０．９８ ５０
整理
番号
考察
視点
明朝体
漢字
教科書
体漢字
誤答率
（％）
偏差値
無答率
（％）
偏差値
誤答＋無答
（％）
偏差値
無答率の高位字は「蚕」（１０％）のみである。この字は誤答率も高位字（２３％）である。多く
の被調査者が字形を思い浮かべられないか，正しく認識できていない。
誤答率の高位字としては，これ以外に１４字がある。誤答の原因は〔表〕の一般通用正解率の
低位字と同じように，多くは一元的解釈で説明できない。
七 む す び
１９４０年代に教育を受けた私が考えていたことと比較して，第一に現在の大学生は「当用漢字字
体表」（１９４９）以降に改変された字体を大変よく学習して身につけている。そして，「福」「営」「転」
に対応する旧教科書体の「」「營」「轉」の部首などの影響をほとんど受けていない。両者の混
乱する現象がほとんど見られないのは，旧漢字体を特に取り上げて学習する機会が少なかったこ
２５大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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とも原因になっているであろう。
第二に，学校教育で教科書体（１９７７）が規範として強化されているが，明朝体との間に微妙な
相違のある漢字については，混乱が見られる。たとえば「改」「切」などである。小学校の教科
書ではその後に学習指導要領で示された教科書体活字を用い，中学校以降の教科書および新聞な
ど一般社会では明朝体活字を用いているからである。ただし，多用される漢字の中には，対応す
る語や類似の部分を有する漢字が存する「北」「展」など，筆写で混乱を起こすことが少ないも
のもある。
第三に，最初に調査漢字１００字を考察視点別に４分類した。分析してみると，正答率の高位字
は一類に多く，低位字は四類に多い。が，予想しないことも生じて，整然とした配置には収束し
ていない。
（イ）一類は正答率の高位字が多い。が，「遠」「券」のような低位字も存する。前者は文字とし
ての構造が複雑であり，後者はその上に他の漢字に類似の部首も使用されている。
（ロ）二類は多用される漢字が多い。複雑な構造の「製」「臓」，部首に類似の部分を含む「港」
「録」もあるが，低位字はない。
（ハ）三類は低位字として使用の少ない「鉱」，その上に類似の字形の存する「往」，同音で意味
が類似の漢字の存する「義」などが見られる。
（ニ）四類は低位字が多い。その原因として〔表〕に上げた（Ａ）構造が複雑，（Ｂ）明朝体
との字形の相違，（Ｃ）部首に類似の部分を含む漢字の存在，（Ｄ）旧字体との微妙な相違，な
どが考えられる。
このように低位字を中心にして全体を観察すると，その理由を一元的に説明することができな
いのである。
第四に，許容率の高位字を主にして検討した。その結果，規範としての教科書体活字の字形そ
のものに問題の存することを発見した。〔表〕にあげたように，（a）「改」「切」は教科書体で，
（b）「昆」「似」「遠」は明朝体で，字形の体系性を欠くのである。前者の「改」第３画などは教
科書体でとめる，明朝体や他の漢字の部首でははねる。が，「己」「港」は共にはねる。後者の「昆」
第６画や「展」第８画のレは共に１画であるが，明朝体では２画のように見える。視覚的に類似
する「以」「似」のレは２画である。また「遠」第１０画はとめるが，「園」第１２画は JISなどでと
め常用漢字表ではらう。このことは教科書体活字でも同じである。
以上，岐阜聖徳学園大学教育学部の学生に協力していただき，漢字の書記の実態調査を行い，
分析・考察を試みた。この結果は，大学生のみならず中学生・高校生の漢字教育にも役立てたい。
そのためにも，調査漢字を増加すること，被調査者を中学生・高校生にも拡大することを計画し
ている。なお調査資料の偏差値の計算には，福田茂隆博士（数学）のご協力をたまわった。厚く
御礼申しあげる。
注
 「当用漢字表」（１９４６）内閣告示，１８５０字。続いて，「当用漢字字体表」（１９４９）内閣告示によって１８５０字の標
準字体が示された。
 「教科書体」（１９７７）文部省告示，「小学校学習指導要領」の「学年別漢字配当表」で教科書体活字９９６字を示
す。その後（１９８９）に１００６字（２０字追加，１０字削除）に改められた。
２６ 近 藤 政 美
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 「常用漢字表」（１９８１）内閣告示，１９４５字（当用漢字表に９５字を追加）。現代の国語を書き表す漢字使用の目安
である。
 「JIS漢字」日本における情報交換・情報処理用の標準規格として定めた漢字。常用漢字を含む，比較的使用
頻度の高い２９６５字を第１水準とし，以下第２水準・第３水準，そして現在は第４水準までの漢字１１２２３字が制
定されている。
 「簡易慣用字体」（２０００）国語審議会答申。常用漢字表にない漢字（表外漢字）のうち，特に使用頻度の高い
略字（鴎・麺など）２２字の使用を認める。
 「印刷標準字体」（２０００）国語審議会答申。常用漢字表にない漢字（表外漢字）のうち１０２２字の表記について，
伝統的な字体を基本にして制定した。
 「人名用漢字別表」戸籍法施行規則による人名用の文字のうち，常用漢字表の漢字と平仮名・片仮名を除く漢
字の表。常用漢字表の告示（１９８１）の時点では１６６字，その後に追加されて現在は２８５字。
付 記
本稿は，東海解釈学会平成１５年度大会（於 名古屋短歌会館，平成１５年１１月３日）における口頭発表を基にし
て加筆改稿したものである。
２７大学生の書写する漢字の字体に関する考察
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